「乳幼児ケアヘルパー研修講座」受講の皆さんの声



平成29年度に受講された皆さんのご感想の一部をご紹介します。

■第1回：子どもの心の発達と大人のかかわり


○今まで女の子と男の子の違いをさほど気にして保育をしていませんでしたが、講義を聞いてなるほどと思うことが多くあり、今後はその違いを意識して保育をしていかなければと思いました。　　【30代　保育士】	
○昨年も聞かせて頂き、大変良かったので今年も参加させていただきました。具体例を出しての話ばかりで日々の保育でとても参考になっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【50代　保育士】	                                                              　　　　
○保育者側からではなく、相手側(子ども)の受け止め方、感じ方を事例を交えて具体的に話してくださりとても参考になりました。自分の保育を見直す良い機会となり、今後の関わり方、言葉かけの仕方の参考になりましした。明日から早速実践します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   	【40代 保育士】			
■第2回：リスニング　～ 対人援助の基本となる聞き方 ～



○「自分の価値観を出している時は聞き手ではなく、話し手になっている」この講義はとても印象的で、意識しなければならないと思いました。日々の訓練が必要だなとも思いました。自分の思い癖が分かった上で相手に接するようにしていきたいと思います。　　　　　　　　　　　【50代 子育てサポーター】	
○学生の時にならったカウンセリングとは違った傾聴の難しさを知りました。だまって一生懸命聞くのはかなりの
重労働ですが、聞き手としての姿勢を見直すことが出来ました。　　　　　　　　　　　　【30代　保育士】
■第3回：育ちが気になる子どもの理解とその家族の支援


田宮千寿　3年）

○気になる子どもに対して、出来ない所に目を向けるのではなく、昨日より出来たこと、成長したことを保護
者と共有して関わっていけば、新たな支援の仕方が見つかるのかなと思いました。「５回のギュっと抱っこ」
早速園でやってみようと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【40代 保育士】

○「子育て支援包括センター」を初めて知りました。現在の虐待数の増加を考えると産まれてきた子どもを守るたけではなく、妊娠期から子育て期にわたる妊産婦を支える、支援することはとても重要な役割だと感じました。私たち保育士、幼稚園教諭には児童を守る義務がありますが、児童虐待の早期発見、子どもと保護者のケアのために、何をするべきなのかを改めて学ぶことが出来ました。　　　　　　　　【３０代　保育園園長】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○資料は読みやすく、実例を元にした対処法が書いてありわかりやすかった。グループワークでは各園の問題に対して、様々な年代、立場から意見を出し合え、参考になる対応ばかりで勉強になりました。【３０代　保育士】

■第4回　子どもの食育　～基礎知識と実践～




○先生の体験談を元に講義を聞きましたが、工夫を凝らした給食の提供の仕方が大変興味深く、すぐに取り入れられそうな「ハイキング給食」はとても面白そうで、子ども達への効果が期待できそうなので、園でも取り入れたらいいなと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【20代　保育士】

○保育園で午前中は給食を作っているので、今日の講義は大変参考になりました。新しいことに取り組む意欲がわき、子ども達にももっと食育を感じさせてあげたいと思いました。  　【50代　調理師、保育補助】

■第5回　子どもの成長発達と親支援、保護者へのコミュニケーションワークの実際


○誰でも発達に凸と凹があり、お互いに凹の部分を埋めあえる人間関係に巡り合い、幸せな生活を送ることができている実話を聞くことができて、今関わっている発達障害の子どもたちの未来に光がさしたような気持になり、私自身が励まされました。明日からまた頑張れそうです。          　　　　　　　【50代　保育士】

[bookmark: _GoBack]○保護者支援や保護者へのコミュニケーションワークの取り方など、現在の保育の大きな課題となっている保護者育てを掘り下げて講義を聞くことができ、早速実践したいと思います。自身の現場での状況を振り返ることもでき、今後は子どもの育ちと親の育ちは呼応するということを意識していきたいです。　【40代　保育士】   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 
■第6回　遊びからの子どもの理解とその援助




○遊びの中での子どもの発達の大切さ、保育者がそれをよく観察することの大切さを知りました。予測をたてることや色々な角度から見る柔軟さを持つことなど、保育者が力をつけていくことが大事であると思いました。　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【30代　保育士】

○子どもの遊び方にも子どもなりにもっているものが違うので、1人1人に向き合って、毎日が楽しく過ごせるように手助けをする。今回の内容も職場の人たちに話して勉強していこうと思います。          
【40代　乳児院保育補助】
